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  本論文は、 J-PARC MLF パルス中性子源 BL06に設置された飛行時間法を用いた中性子共鳴













 第２章では、「 J-PARC MLF BL06 におけるビームライン開発」について述べている。J-PARC 
BL06 に建設する VIN ROSE のためのビームラインについて、その詳細設計のために汎用粒子輸送
計算コード PHITS を用いた遮蔽性能、ビーム特性のシミュレーションを行い、導管出口において
NRSE導管のピーク波長が 0.52nm、 MIEZE導管が 0.35nm、中性子束はそれぞれ約 2 x 108 および 7 




ッタ装置で製作されたものであり、京大研究用原子炉 KUR CN3実験孔および J-PARC MLF BL16 水
平反射率計 SOFIA において性能評価を行っており、測定された反射率はシミュレーションに用いた
反射率と同等以上であることが確認されている。この反射率測定データを PHITS のシミュレーショ
ンに取り込み、より精度の高いシミュレーションを行った。2014 年 4 月末に BL06 で初ビームを
受け入れた後は、TOF スペクトルおよび絶対中性子束測定を行った。NRSE 導管については事前の
シミュレーションとよい一致をみたが， MIEZE 導管については、TOF スペクトルの形状に不一致
が見られ、導管中心部の中性子束も計算と比べ 56% であった。 







 第４章では、「 TOF-MIEZE 分光法の諸特性の実証実験」について述べている。このような
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TOF-MIEZE シグナルの特徴を実証する実験を J-PARC MLF BL06 にて行い、MIEZE 周波数 20 kHz 
















 氏 名 小 田 達 郎 
（論文審査の結果の要旨） 
本論文は、J-PARC MLF パルス中性子源 BL06に設置された飛行時間法を用いた中性子共鳴スピン
エコー分光器に関する研究を行ったものであり、得られた主な成果は次のとおりである。 











本論文は、MIEZE型スピンエコー法 (TOF-MIEZE) の特徴を明らかにし、実際に J-PARC BL06 に
構築したスピンエコー装置 (VIN ROSE) によってそのTOF-MIEZEシグナルの諸特性を初めて実証し
たものであり、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は博士（工
学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成２８年１月２１日、論文内容
とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満
たしていることを確認し、合格と認めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第14条第2項に該当するものと判断し、公表に際し
ては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
 
 
 
